
令 和 2年 1 2月 1 8日

九 州 地 方 整 備 局

【 記 者 発 表 資 料 】

「第１０回 福岡空港地盤改良工事の修補に関する有識者委員会」

（ＷＥＢ会議）を開催します

九州地方整備局は、施工不良のあった地盤改良工事の補修を確実に実施する

ため、具体的な工法の選定、結果の評価等に関する技術的助言を得ることを目

的として、平成２８年１０月より有識者からなる検討委員会を設置し、所要の

検討を進めているところです。

今回、第１０回委員会として、下記のとおり開催いたします。

記

１．日 時 令和2年12月22日（火） 15時00分～

２．場 所 福岡市博多区石城町２−１

福岡国際会議場 ４F 中会議室（４１３・４１４）

３．議 事 別紙－１のとおり

４．委 員 別紙－２のとおり

５．その他

・委員会の傍聴及び撮影は、委員長挨拶までとさせていただきます。

・新型コロナウィルス感染症の拡大防止の観点から委員は原則ＷＥＢ会議

での参加となります。

・委員会の内容については、当日の委員会終了後に、同会場内において報

告させていただきます。

〈問合わせ先〉

国土交通省 九州地方整備局

港湾空港部 港湾空港企画官 長山 達哉

空港整備課長 村上 真彦

TEL:092-418-3340（代表）

TEL:092-418-3374（直通）

FAX:092-418-3060



別紙－１ 

 
日時：令和 2 年 12 月 22 日（火） 15:00～16：10 

場所：福岡国際会議場 4F 中会議室 413・414 

  

第 10 回 福岡空港地盤改良工事の修補に関する有識者委員会 

－議事次第－ 

 

１．開会 

 

２．挨拶  

   主催者挨拶 

 

３．委員紹介 

 （１）委員及び出席者紹介 

 （２）委員長挨拶 

 

４．議事 

 （１）検討概要 

 （２）修補工事の経過のまとめ 

 （３）修補地盤の評価手法について 

 （４）修補工事の完了報告と総括 

 

５．閉会 



別紙－２ 

 

福岡空港地盤改良工事の修補に関する有識者委員会 委員名簿 

 

委員長 善
ぜん

  功企
こ う き

 九州大学 名誉教授 

   

委 員 笠間
か さ ま

 清
きよ

伸
のぶ

 東京工業大学 環境・社会理工工学院 土木・環境工学系 

  准教授 

   

委 員 春日井
か す が い

康夫
や す お

 一般財団法人 沿岸技術研究センター 代表理事・専務理事 

   

委 員 坪川
つぼかわ

 将
ゆき

丈
とも

 国土交通省 国土技術政策総合研究所 空港研究部 

  空港施設研究室長 

   

委 員 水谷
みずたに

 崇
たか

亮
あき

 国立研究開発法人 海上・港湾・航空技術研究所 

  港湾空港技術研究所 地盤研究領域 基礎工研究グループ長 

   

委 員 森川
もりかわ

 嘉之
よしゆき

 国立研究開発法人  海上・港湾・航空技術研究所 

  港湾空港技術研究所 地盤研究領域長 

   

委 員 渡部
わ た べ

 要一
よういち

 北海道大学大学院 工学研究院 教授 

   

委 員 林
はやし

 健太郎
けんたろう

 一般社団法人 日本埋立浚渫協会 

  埋立地の地盤改良に関する WG 座長 

 

 

※必要に応じて上記以外に関係者が出席する場合がある。 



報 道 機 関 の 皆 様 へ
取材にあたってのお願い

「第１０回 福岡空港地盤改良工事の修補に関する有識者委員会」（以下「委員会」）

をＷＥＢ会議方式にて開催します。新型コロナウィルス感染症の拡大防止の観点から委

員は原則ＷＥＢ会議での参加となります。

委員会の進行を円滑に行うため、取材にあたっては、下記事項についてご協力いただ

きますようお願いします。

記

１．受付名簿に所属名、氏名を記載のうえ、係員の指示に従って入場して下さい。

取材に際しては、腕章等の着用をお願いします。

・受付時間 ： 令和２年１２月２２日（火） １４：３０～１５：００

・受付場所 ： 委員会会場（福岡国際会議場 ４Ｆ 中会議室）入口

２．カメラ撮りは、冒頭の委員長挨拶までとさせていただきます。

３．会場内では、「報道関係者席」にご着席願います。

４．委員会出席者へ直接取材することはご遠慮ください。

当局担当者が取材対応いたします。（委員会終了後より）

５．新型コロナウイルス感染拡大防止のため以下を遵守してください。

・入室時にはマスクを着用願います。

・会場受付にて、手指の消毒、検温を行っておりますので、ご協力ください。

・当日、体調が優れない方、また、検温結果が３７．５度以上の方は入室を遠

慮いただきます。

６．その他、取材にあたっては、係員の指示に従ってください。


